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創立者 江角ヤスの生き方に学ぶ
～学生による江角ヤス新聞作成からの一考察～

山口 明美

要旨

大学で学ぶ若者が生きる現代は、江角ヤスが生きた時代とは異なり、物質的

には比較的恵まれた環境に育ち、希望すれば大学進学は可
~能
であるが故に学ん

でいることの価値を見いだせていない現状でもある。

本研究は、そのような学生が江角ヤスと出会うことの意味を探ることを目的

とし、純心講座の学びの意義を明らかにするものであるЭ方法として江角ヤス

の調査・研究結果を新聞の形でまとめる形をとった。江角ヤスをより身近な存

在として受け止めつつ、深い、素晴らしい、すごいなど感嘆と尊敬の念を抱い

ている.ま た、自分たちにはない江角ヤスの力強さ、優 しさの原点は「マリア

様、いやなことは私がよろこんで」にあることを確認していることが分かった。

その結果、学生の生きる指針、具体的な行動の日標ともなっていると言える.

キーワー ド :江角ヤス、純心講座、新聞作成、生き方、学び

I.研究の目的

「創立者ンスタ~江角を知る」というテーマで、この数年、1年前期に開講

される純心講座において新聞作成を行う活動を展開してきた。純心講座の目的

は、「建学の精神を学び、人として学生としていかに生きるかをともに考える

ことである。また、建学の精神に基づいて|:益人や社会に貢献する人間の育成を

目指すものである。」とし、具体的には「 1.建学の精神を理解するとともに日々

の生活において実践し、その心を培うことができる。 2.倉 |1立者シスター江角

ヤスの生き方を深めるc3.グ ローバルなものの見方を通して視野を広げ、社

会の動きに関心を持つことができる.」 を目標と掲げている。建学の精神は江
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角ヤスの生き方をことば化して表したものであることから、その理解を深める

方法として江角ヤスの研究を行ない、まとめとして新聞作成という手法をとっ

た。その結果かい学生一人一人が新聞作成を通して創立者理解を深める機会と

もなったと考えるっ学生はその研究を通して、倉|1立者の教えを生きる力として

具体的に生き始めている姿を日にすることも多い。しかし、これは教授者の思

いであって学生の心に何が響き、着実に生きる力となっているのかは定かでは

ない。

そこで、学生の研究内容である新聞、レポート等を分析し、学生の知見と学

びを検証し、江角ヤスから何を学び取っているのかを考察し、学びの意義を明

らかにするものである。

E.研究方法

本研究では,現状を把握するために質的研究を行うこととし.2つの観点か

ら考えていくものとする.

1)作成された新聞の分析

新聞作成にあたり、新聞作成の日的、作成の手順、作成方法について全員

のコンセンサスをとった上で開始した。

新聞作成の日的

創立者 江角ヤスの生き方を深く調査・研究し、他者に最も伝えたいこと

を「新聞形式」でわかりやすく伝える。

新聞作成の手順

||〔

1)調査 。研究を始める前に、情報収集にあたって情報カードを用いること

とし、その情報カードの使い方について説明をする.

0新聞記事 (ニ ュース)の基本的な紙面構成について学ぶ.先ず一番大事

なことを短い言葉で伝え (「 見出し」「リード文」)そ して、そのあとに

詳しい説明を付け加える。 (「本文」)こ れは、読者に素早く情報を伝え

るためであることを説明するとともに、この新聞記事の書き方でまとめ

ることが、「新聞形式でまとめる」ということを理解する。
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紙面構成についての説明は以 |｀

~の
lF青 りである。

1

①見出し

②リード

①見出し

Tこ の記事にこんな事が書いてあります」と知ら

せる文章です.記事の内容が一日でわかるように

要約されています。新聞を詳しく読む時間がない

時は、見出しに目を通すだけでも良いのです。

②リード

「見出し」と「本文」の間に書かれている文章です。

これだけ読めば記事の全体が分かるように、要約して書かれています。

ただし、小さい記事ではすぐに本文となり、 lリ ードはありません。

この場合、第一段落が記事の要約となっています。

③本文 ここを読むと、 事件や事実の詳細を知ることができます。

0割 り付け (レ イアウト)の説明をし、読み手が記事を読むときに、迷わ

ない割り付けをし、見出し、 トップ記事、セカンド記事、参考文献、編

集後記を必ず入れるようにした.ま た、記事中の写真、図・表にはキヤ

ブンヨンを入れることとした。

4実際に新聞記事を作成するにあたって、共通理解項日は次の通りであるЭ

記事は5WlHで

リード文または最初の段落には、5WlHを 含むのが良いと言われていますっ

ただし、どの記事にもすべての要素が必要とは限りません。

When=いつ (日 ・時・季節)Who=だ れが (名前)Where=ど こで (場所)
What=何を (出来事や物) Why=な ぜ (目的・疑間。理由)How=どのようにして (方法)

事実と意見を書き分ける

調べてわかった間違いのないこと (事実)と 、自分なりに考えてたどりつい

た推測や判断 (意見)を 書き分けるこ

「事実」の文末表現例→「～である。」「～だ.」

「意見」の文末表現例→「～だと思う」「～かもしれない」
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自分の言葉で書く

資料の九写しはしません。調べてわかったことを自分の言葉に書き換えま

しょう。

(1)新聞作りの手順

①一番伝えたいことを決める.こ れがトップ記事となる。′

②二番目に伝えたいことを決める。これがセカンド記事となる。

0割 り付け (レ イアウト)を決める。

O字数を数えて、下書きをするc

O新聞台紙を作成し、入力する。

O校正 (言葉の使い方や誤字・脱字がないかの確認)す るc,

(2)記事の書き方

トツプ記事

創立者 江角ヤスを研究・調査して、本大学学生に最も伝えたいことを、江

角ヤスの業績 (事実)と 考え (意見)を 入れて書きます。

本文の書き方

・最初に決めた文字数で本文を書 くc(写真・イラス トを入れても良い)

・本文は先ず結論を書き、それから説明するように書く。

・誰が読んでもわかるように、簡単で正確に書く。

見出しの書き方

・見出しを決める。「○○について」は、一番ダメな見出し。工夫すること。

・見出しの言葉は、本文記事の内容が一日でわかるように短く書く。

・見出しはヮクで囲もう。ワクはいろいろな飾りをつけてよい。

セカン ド記事 (2番目の記事 )

シスター江角にまつわる2番 目に伝えたいことを記事にします。

参考文献

調べるために使った資料の著者名、書名、出版社名、出版年を書 く。

webページを利用 した場合は、HPの アドレスを記入する

基本的に資料としては、文献の方が信頼性は高い。
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編集後記

最後に「感想」を書 く

2)新聞作成後の学生レポー トから読み解 く。

創立者江角ヤスの研究を通して、今後の人生の糧になると思われる点を3

つあげ、今後の生き方にどのように生かしたいかを述べられたものを分析す

る。

Ⅲ.結果と考察

1)作成された新聞の分析結果

学生が作成した新聞の 1つ の例であるが、 トップ記事、セカンド記事を掲

載し、写真などにキャプンヨンもつけられている。

文末に編集後記および参考文献を載せ条件に適ったものが作成されている

が、その学生の作品例を図 1に示す。

図 1 学生制作の新聞例

新聞記事の トップ記事、セカンド記事

に取 り上げられていた主な項 日は、過

去 5年 間のデータの分類によると、表

現はさまざまであったが、共通する内

容をまとめると以 ドのように分類する

ことができるc

トソプ記事 としては、江角ヤスの生

い立ちと生涯貫いたものc江角先生の

ことばに生 きる原点を見る。江角先生

の様々な出会い.女子教育への思いぃ

原爆から復興への道 と力.学
「
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教育と精神。原爆体験から学ぶ。江角先生のことば・性格から生き方を学ぶ。

江角先生の保育観・教育観。学園標語。江角先生の人間的一面。江角先生の生

い立ち (将来の夢 )。 福祉への思いの 8項 目が多く取り上げいれていた。その

項目の割合は図 2・ 3に示す。

トップ記事テーマ

出会いからの生き方

学国標語について

原爆から復興への道とカ

女子教育への思い

江角先生の様々な出会い

江角先生のことばに生きる原点を

江角ヤスの生い立ちと生涯貫いたもの

0.0%     5096     100%    150,6    200,′
`

図 2ト ップ記事テーマ

機社への思い

護角発生の生い立ち (書来の夢)

滋角先鷺の人竃鋳―繭

学爾標議

江角先量の保育観、教育観

江角先壼の書葉、`構格から生き方甕学ぶ

漂爆体験から学ぶ

縄心学饉の教育と精神

セカンド記事ナーマ

00%  50,6 100% 15.0,そ: 200%, 250,`. 30.09る

図 3セ カンド記事テーマ

:

|‖ 1111口 111111
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テーマから見えてくるのは、学生は江角ヤスの幼い時に11多成された性格・生

き方が教育者江角ヤスの原点として捉えているようである。その生き方が、生

涯を通して連綿と流れ確固たるものが江角ヤスの生き方を貫いていると受け止

めている.特に苦難の原爆体験から不死鳥のように復興する力の源は、神様ヘ

の信頼はもちろんのこと、人間への思い、それを
Ⅲ
優 しさ ''と 表現している学

生が多いが、他者のことを思いやる優 しさとしている。その思いが現在の純心

教育を形づ くり、福祉への思いとして結実していると表現しているこ

トップ記事のテーマとして「出会いからの生き方」を取 りにげている学生は

多く見られたが、生涯を通して一つ一つの出会いから学びと感動を体得し、ま

た、その出会いが原爆のような負であったとしても、そこから学びと行動を模

索 し立ち上がる江角ヤスの生き方は学生に強い感銘を与えているようだ.その

結果、学園標語が今もなお息づいていると捉えているようであるc

“苦しみのない人生はからっぼです。あとから思い返 したら、苦しみはすべ

て善に変わっているのよcだからすべてを感謝に変えて生きなさいね。
.`2・

生華る さらに、編集後記

の 共 通 す る もの を

コー ド化 し、その内

容 を客観的に捉 える

ためにテキス トマイ

ニ ングによる分析 を

行 った.そ の結果 を

図 4～ 6に 示す.図

4は 文章中に出現す

る単語の出現パター

ンが似たものを線で

結んだ もので、出現
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図 4 共起ネットワーク
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また、図 5に ワー

ドクラウドを示す。

これは、出現頻度

が高い単語 を選び

出し、その値に応

じた大 きさで図示

しているものであ

る。 名 詞、 動 詞、

形容詞の単語で表

している。

その頻出数を示

しているのが図 6

図 5 ワー ドクラウ ド

である。

分析によると創立者の姿と同様、新聞の編集後記から見えてくる具体的な姿

は、 トップ記事、セカンド記事のテーマと重なり、学生が最も多くの刺激や学
びを得ていることが分かるとともに、江角ヤスを次のように捉えている。

例えば、「他者の幸せ、喜びのために尽くしたc平和に対する思いがあふれ

ている。生徒のことを常に考え、それを必ず実行する姿勢がある。誰よりも生

徒思い。彼女の心の広さは壮絶な経験から獲得した強さだ。生徒のことを考え、

神様を愛している。みんなを優先していた。江角先生の意志の強さ、努力を惜

しまない姿、本当に強い人だと思う。自分は苦しくてもみんなのために立ち上

がる、本当に強い人。普通の人ができないことも自然と行動に移せるのは江角

先生の優しさがなせる業であるЭ強く心が優しい先生.学生の頃の様々なもの

に触れる経験や出会いを大切にしていたからこその人生だった。若い頃の経験

は良いものも悪いものも人生の糧とされた人。後悔のないよう様々な事に全力

で挑戦し努力をされた。
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図 6こ とばの頻出数

努力したから天才になれたんだ。人のために誠意を尽くす江角先生はとても

素晴らしい人。自分のことよりも他者の幸せを願うЭ出会いを大切にしながら

自分の進むべき道を探し続ける。負けず嫌い精神を忘れず、自分のため、人の

ために努力をすることを絶やさない。つらい経験を乗り越えどんなに苦しい状

況に置かれていても、周りの人を大切にする。」

以上のように江角ヤスに対するイメージとその人間性を学生は研究を通して

構築しているようである。それが、分析した結果からも理解できる。

また、単語頻出数の形容詞を見ると、深い、強い、すごい、優しい、素晴らしい、

つらい、広い、大きいという単語の頻出数が目立つ。これは、学生が江角ヤス

の生き方を俯厳してみた時の感動、驚きと捉えてよいのではないかと考える。

その結果、「他者の気持ちを考えることをこれから大切にしていきたい。今

の自分に出来ることは何があるか考えたい。周りのことを考えて行動できるよ

うな人になりたい。周りの人の幸せを願い、温かく、明るくできるような人に

少しでも近づけるように努力したい。純心教育を忘れず「神様にも人さまにも

喜ばれる女性」として成長していきたい。人に少しでも優しく気を配ることが

できるようにしたいと思う。感謝し、誇りをもって大学生活を送りたい。私も
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みんなのために動ける人になりたい。進んで行動のできる江角ヤス先生のよう

な女性になれるよう努めたい。ありのままの自分を大切しよう。世の中に貢献

できるような人材になりたい。小さい存在でも大きな役割をなし遂げ喝れるの

だと改めて感じたっ心の広い女性になれるよう頑張りたい.江角先生の「自分

に後晦のないよう、様々な事へと全力で挑戦し、努力をしていく」姿は私たち

若者が目指していくべき姿だと思う。見習いたい。誇りとしたい。聖母マリア

様の心に倣い、喜んでそれらを選ぶ愛の奉仕の実行者でありたい。学園標語で

ある「マリア様、いやなことは私がよろこんで」をヤス先生の思いとともに心

にとめ、これからの生活を送っていきたいと思う。」のような表現となってい

るのであろう.

江角ヤスの生き方は、自分たちとかけ離れ、到底近づけないものとしては捉

えていない。自分の生き方の角度を変えて見直すことにより、私も一歩近づけ

る存在であり、目標となり得る存在として受け止めている。それは江角ヤスの

生き方そのものが、非常に具体的で日常生活に根付いたもので偉大な存在であ

りながら近しい関係性を感じているのだろう。その生き方が学園標語「マリア

様、いやなことは私がよろこんで」に集約されており、これを実行することに

より実現できるという日標となっているのだろう。

2)新聞作成後の学生レポートから読み解く。

新聞作成後にシスター江角の研究を通して今後の人生の糧となると思った

ことを具体的に3つ あげてもらった。 5年間の学生のレポートを分析すると

表現は異なるものの取り上げている項日が類似しているため、令和元年度入

学学年の例を参考に考えることとし、人生の糧となると記されたものを次の

表0に示す.
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表0人生の糧となる江角ヤスの姿
人生の糧 ① 人生の糧 ② 人生の糧 ③

自分よ |1他 者 を考ぇ
'3・

し、か湿 ぅヽ t‐ ありのままを大切にする 出会いを大切にする

学国標語を大切に生きる 自分の思いをしっか り伝 える 周 |)の ことを良 くみる観察力

ヤス先生の思考力、判断力、行動力の素
晴るしさ

lrを 受 し、人を受 し、T直 17・ を受 される姿
多 くの人に影響を与え続ける江角先生の

存在そのもの

他
'、

1=対 して温つヽな・しヽで接 しておられる
様々な人や出来事との出会いを大切にさ
れる

つあい経験を乗 り越える強さと優 しさ

どんな時 |こ も努力 し、i市めない姿 他者 、1対 す る思い、優 りさ、i‖ つヽ さ 単日標語を身をもって生 きている姿

強 くて諦めない心 学国標語 を生 きる思いやる心 他人を 9、 いやる・L、

目標を明確にし、努力を欠かさない 植物を愛する心 生徒を何 よ |,も 大切にするtヽ

人を大切 llす る十Fデ中 学
「
1標 語を具千1詢 |こ ■きる姿 神様にも人にも喜ばれる女性そのもの

やるべきことを忠実に実行する姿 努力家 仕事をきちんと果たし、礼儀正 しい

学園標語を生 きている 植物を愛する心 勉強で努力を惜 しまない人

努力を惜 しまない勉強家 真理 を;=竃する し、こ改宗する労気 学校再建の決定を下す判断力

神 と人に喜ばれる生 き方を大切にされた 子どもを受する教育者とし
イの姿 他の人の中に良い面を見つける名人

な11事 も ,、 1にた し、人のために働 く 何事にも挑単屹」
~る

学曰標語を身をもって生きている姿

学びたいものに対する意欲 力強 く生きられる姿、苦難にも耐える 信 じる人、信念の人

生徒を大 切に できる教育者 様々な生き方を尊重する姿 学 |■昭 語を身をもって牛きている姿

学園標語を生きている 第一に生徒のことを考ぇられる教育者 他の人の中に良い面を見つける名人

生徒をたり,,こ こ
=る
教育者 嫌なことを積極的になさる姿 人、出来事 との出会いを大切になさる姿

とても勉強熱心 強い信念 を持 っている 人のために尽 くす姿

目分の意思を貫 く強い信念をもっている 苦難を乗 り越える強さ 学園標語を身をもって生きている姿

高い学習意欲 純心マ ッチ を生 きる

挑戦する姿、意欲 日分のここよ |,他 人を優先する 学 LI標 語を身をも,´ て生 きている姿

努力家でハングリー精神がある 奉仕の心と行動が一致 している 大変な仕事 も喜んで引き受ける

他者が嫌がることも喜んで引き受ける 学 |三1漂 語を生きる心、り、1・・やる′し、 他の人の中に良い面を見つける名人

人や出来事との出会いを大切にする つらい経験からも学び取る 学同標語を 1」 をも,て ′[き ている姿

真面 目に生 きる 細かいことへの気配 り ILの 人を第一 .1想 う

自然を大切にする 常、こ
'、

のためを思いながら生きている 強 く生 きる

どんな時 も生徒が第一 として優先で きる 気前よく、嫌なことを引き受ける 学園標語を身をもって生 きている姿

良い点を見つける名人 様々な生 き方を尊重する姿 ありのままの自分を大切にする

高い学習意欲 学園標語を身をもって生 きている 出会いを大切にする

女 J教育に命を囁 |,る すがた 感謝の心で過ごす 純心の女 」
´
教育 を大 切にされた

学園標語を生 きている 悲 しみやつらいことを乗 り越える強さ 学びに向かう意欲

学園標語を身をもって生きている 何 よ |)も 上徒を優先月る 自分 よ |)他 者 を大切に し、 9い やる t、

学生時代の向学心 向上心がある

周囲に流されず、自分の意思を貫く強さ 苦難の中でも、先ず他者を優先する行動 純心マッチのように周 りを明るく照 らす

様々な生き方を尊重する姿 自然を愛 し大切にする 清 らかで、神様にも人にも喜ばれる存在

学園標語を身をもって生きている 生徒 を大 切に育て、人を大切にで きる 昔難の中にあっても立ち上がる強さ

人に正直に向き合 う温かい心 |■1芸 を大切 11す る教育 教育の理念 と学
「
1暉 語

向学心 いのちを大切にする心 学園標語を身をもって生 きている姿

神様にも人にも喜ばれる女性の教育 いのちの尊さ 学匠1標語を身をもって生 きている姿

他人のことを一番に考える

高市者 ll対 しての優 しさ
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学生が人生の糧となるものとして取 り上げられた内容は大きく6つに分類す

ることができる。

0幼い時から培われた努力家 江角ヤスの姿
②自分よりも他者を優先する江角ヤスの姿

10身 をもって「マリア様、いやなことは私がよろこんで」を生き、実行する

江角ヤスの姿

‐3第一に生徒のことを考え、子どもを愛する教育者である江角ヤスの姿

0あ りのままを受け入れ、苦難を乗り越える強さを持つ江角ヤスの姿

0出会いを大切にし、その出会いから学び取る豊かな感性をもつ江角ヤスの

姿

これらは、明らかにトップ記事、セカンド記事のテーマと重なっている。江

角ヤスの生い立ちから調査を始め、苦難に満ちた学園の草創期を経て、現在の

鹿児島純心大学へと調査を進める時、学生自身が若かりし江角ヤスの歩みと重

ね合わせている結果ではないかと考える。そして、重ね合わせながら、自分自

身の問題として深く考え、自分自身に引き寄せて研究を進めていることが伺え

る。

引き寄せて研究を進めている例として、次のような文章がある。「江角先生

は私にとって憧れの人であり、目標とする人です。―一度でいいからお会いした

かったと心の底から思います。私は将来病棟保育士を目指しています。病棟保

育士になるためにはまさに江角先生のような心持でいなければならないと思い

ます。入院している子どもたちと正面から向き合い、一人一人を愛し大切に守

りたいです。私のこれからの人生は江角先生を目指して、誰かのために一生懸

命になることを目標に頑張りたいです」

このように、ほとんどの学生が江角ヤスを尊敬し、憧れの人として捉えなが

らも、私もできる、私も生きたいと思わせる存在であることを読み取ることが

できた。そのために、江角先生のように生きたいとの表現が散見できるのだろ

つO

このように生きたいと述べている例として、以下のような文章がある。
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「江角先生のお言葉の中に、「まかぬ種は、生えぬ。植えなければゼロなのよ」

という言葉がある。私はこの言葉は私の人生において、とても糧になるもので

あると感じた。私は、将来やりたいことがたくさんある。しかし、これらを成

し遂げるためには、私が何らかの行動を起こさないといけないと思っているc

私は、江角先生のお言葉の中の「種」というのは、「努力・経験」のことでは

ないかと考えている。小学校の教師になるためには、勉強などたくさんの努力

が必要になる。その努力も、何年間も続けて行わなければならないものである。

また、ボランティアや実習などの様々な経験を少しずつ積み重ねることで、一

つの種から、たくさんの花が咲き、実を結ぶように、自分の人生において、進

める道がたくさん広がり、将来が明るいものとなっていけると考える。純心女

子大学では、教員採用試験に向けての授業や様々なボランティア活動などが経

験できる。積極的に参加して、将来の可能性を広げていきたい。」このように、

学生が江角ヤスだからこそできたことで私には無理だという捉え方ではなく、

人生の道じるべとしての存在となっていることが分かる。

Ⅳ.まとめ

平成 26年度版の子ども。若者白書
31に よると、若者の自己肯定感やうまく

いくかわからないことにも取り組む意欲は諸外国に比べ低く、やる気がでない

や憂鬱だと感じる心の状態は諸外国と比較するとその割合は高いとの調査結果

がある。

このように大学で学ぶ若者が生きる現代は、江角ヤスが生きた時代とは異な

り、物質的には比較的恵まれた環境に育ち、希望すれば大学進学は可能である

が故に学んでいることの価値を見いだせていない現状でもある。

そのような学生が江角ヤスと出会うことの意味は大変大きいと言える。今回

学生が取り上げている江角ヤスの向学心、原爆からの復興に見る江角ヤスの人

間性と生き方は「マリア様、いやなことは私がよろこんで」「神様と人さまに

喜ばれる女性」のことばを抵抗なく学生が受け入れる要因になっており、さら

に生きる指針、具体的行動の目標となっている。同様に江角ヤスが残した数々
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の言葉が学生の心の琴線に触れるのであろう。

結果と考察から純心講座の目的である「建学の精神を学び、人として学生と

していかに生きるかをともに考えることである。また、建学の精神に基づいて

隣人や社会に貢献する人間の育成を目指すものである.」 ことを具現化するた

めに、学生は江角ヤスの生き方から多大な影響を受け、生きる力と促しを得て

いることを江角ヤスに関する新聞作成という一連の学びかい確認できた.

建学の精神を構築する具体的方法として「1 建学の精神を理解するととも

に日々の生活において実践し、その心を培うことができる。 2.倉 |1立者シス

ター江角ヤスの生き方を深めるЭ」としているが、これはまさしく江角ヤスの

生き方の学びを通して学生の心に根付き、深められている.ま た、学びが他者

を重んじ、違いを認め合い様々な生き方を尊重できる心を育てていくことによ

り「3 グローバルなものの見方を通して視野を広げ、社会の動きに関心を持
つことができるこ」のである。この学びが結実し行動へと表出する時、真価が

間われることになるのだろうと思う.
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論 文要 旨

I-earn about the way of life of founder
Yas Ezumi

YAMAGUCHIakemi

Abstract

In the present day, where young people studying at university live, unlike the

days in which EzumiYas lived, they grew up in a relatively blessed environment,

and if they wished, they could go to university, so they could not find the value of

learning.

The purpose of this study is to explore the meaning of such students meeting

Yas Ezumi, and to clarily the signif,cance of the study of the pure heart course.

The result of the investigation and the research of Ezumi yas was put together

in the form of the newspaper as a method and it took shape. While taking Yas

Ezumi as a more familiar being, he has great admiration and respect. Moreover,

it was understood that the origin of the strength and the kindness of Ezumi yas

which did not exist in us was confirmed that rrMaria, unpleasant thing is gladrr.

As a result, it can be said that it becomes a target of the guidance and concrete

action that the student lives.


